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分析技術報 

分取 LCによる繊維用油剤の分析 
■試料 
市販の油剤のクロロホルム可溶分,及びその油剤を使用しているポリエステル繊維（20g）をクロロホ 

ルムによる Soxlet 抽出を行ない試料とした。 

 

■分取 LC の条件 
 分取カラム:JAIGEL-2H、2 本 

 溶   媒：クロロホルム(GR) 

 検 出 器：示差屈折計 RI-2 型 

 

■クロマトグラム 
市販の油剤のクロマトグラムは図－1、その抽出物のクロマトグラムは図－2 となつた。 

 

 

 

 



■ ピークの同定 
IRスペクトル測定及び無機分析によって各々のピークは次の構造式であると推定される｡ 

 
X、Y、Z はポリエステル繊維より抽出されたポリエステルのオリコマーてあることがわかった。 
図－2 の抽出物のクロマトグラム中のピーク B及び C’にはポリエステルの吸収が一部重なったが同定す 
ることができた。またピーク Dは検出することができなかった。 
（クロマトグラム中の C2H5OH はクロロホルム中に含まれているためててきたピークです。） 
 
■ IRスペクトル 
 


